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初
心
者
も
楽
し
め
ま
す
。

売
店
で
地
図
と
磁
石
を
揃
え
た
ら
、

さ
あ
、
ス
タ
ー
ト
。

自
然
の
山
野
で
は
、

地
図
と
磁
石
そ
し
て
体
力
だ
け
が
頼
り
で
す
。

（
九
月
八
日
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
）

秋
の
休
日
、
家
族
で

「
ス
ポ
ト
ツ
を
し
た
い
」

１
然
を
満
喫
し
た
い
」
と
い
う
人
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
こ
東
公
園
に
は
、

家
族
向
け
の
コ
ー
ス
も
あ
り
、
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衣替え

ボランティアバザー(竜美丘会館、10:00～)

Ｉ

市長と話しあう会(大平市民センター、19:00～)

テレトピアおかざき情報フェア'91中学生情報サミット(市民会館)

体育の日、市民体育祭(中央総合公園多目的広場、9:00～)

市役所土曜閉斤日

健康フェア･91(市民会館、10:00～)

市長と話しあう会(矢作市民センター、19:00～)

フードメッセイン岡崎･91表彰式(竜美丘会館、16:00～)

統計の日、市長と話しあう会(南部市民センター、19:00～)

霜降

市役所土曜閉庁日、三河武士の館家康館特別展(～日月24日)

歩く文化財・文化碑めぐり(9:00～)

市長と話しあう会(大門学区市民ホーム、19:00～)

市長と話しあう会(岩津学区市民ホーム、19:00～)

■ボランティアバザー…昨年から始まったボランティ

アバザーが、10月２日と３日の２日間、竜美丘会館で

開催されます。このバザーの収益金は、福祉に貢献す

るボランティアを育成するために積み立てられ、その

運用利息は、様々な福祉事業に使われます。身体に障

害のあるかたや高齢者、子供たちが安心して暮らせる

　「福祉のまち岡崎」を目指すこのバザーに、ぜひお出

かけください。

■市民体育祭…10月10日体育の日、岡崎市民の体育祭

が行われます。会場となる中央総合公園は、元気いっ

ぱいに走る子供や、それに負けまいと頑張る大人たち

の熱気にあふれることでしょう。スポーツの催しが目

白押しのこの秋、あなたも何か参加してみてはいかが

ですか。

■実りの秋…６月に植えたあの小さな苗が、輝く夏の

太陽のもとで水をいっぱい吸って、見違えるほど立派

な稲に成長しました。重そうな頭を支えきれずに、い

っせいにお辞儀をしている様子は、まさに実りの秋に

ふさわしい光景といえるでしょう。さあいよいよ稲刈

りの季節です。

特集｢岡崎の重要文化財(建造物)の紹介｣･･･３～７

まちの話題(9/1～9/15)………………8・9

まちの特派員だより…………………………10

活かす情報……………………………………11

よもやま日記…………………………………11

市民のj

快逢

　　「声」「人」「温故知新」など

お知らせ…………………………………14～18

特別展「浮世絵に見る岡崎」 ･20

市政だより｢おかぎき｣は再生紙を使用しています。
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m^　夕^

岡崎市の指定文化財数 平成３年９月現在

国指定 県指定 市指定 計

2 4 3 2 2 0 3 2 5 9

教育委員会社会教育課文化係S23－6432

＠

建造物以外の国指定文化財 平成３年９月現在

種別 名　　　祢 員数 所有者

史　跡 北野廃寺跡(所在地北野町）

大平一里塚{所在地大平SI)

真宮遺跡（所在地六名－･真宮可）

13)崎市

　II

　//

天然記念物 岡崎ゲンジボタル発生地(美合・河合地区延長25km）

絵　画 絹本薔色善光寺如来絵伝

絹本着色法然上人絵伝

綱本著色親鸞上人絵伝

絹本墨画淡彩如意輪観音匈

大方丈障壁画岡田為番筆

３幅

３幅

3幅

｜栢

47面

妙源寺（大和町）

　II

　//

大樹寺(鴨田ai）

　〃

彫　刻 木造慈恵大師坐像

木造観吝菩薩・梵天・帝釈天立像

I盾

3≫

真福寺（真福寺町）

滝山寺（滝町）

工　芸 太刀銘正恒（付糸巻太刀拵）

太7} 銘長光（付糸巻太刀啼）

Si鼓鋼弓lS?

I □

I a

１斟

滝山東照宮(沌iai)

　//

高光律寺（伊賀町）

一 一

"
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　　檀家総代

成田敏圀さん

　鴨田町（G3歳）

　
清
康
の
建
立
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ

　
松
弔
家
・
池
川
将
軍
家
の
に
‥
提
か

で
あ
る
大
田
か
は
、
様
々
の
伽
藍
が

あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
松
ず
じ
代
清

康
（
家
康
の
阻
父
）
が
建
立
し
た
多

｛
玉
塔
は
、
束
海
地
な
で
殼
も
笑
し
い

多
宝
塔
と
一
一
。
一
‥
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
い
境
内
に
は
、
家
康
公
の
お
ｆ

植
え
で
、
人
樹
寺
の
し
い
と
呼
ば
れ

る
巾
指
定
の
人
然
記
念
物
を
始
め
、

多
く
の
縁
が
残
っ
て
い
ま
す
、
こ
の

緑
と
一
休
と
な
ン

守
る
た
め
、
児
に
巾
の
「
ふ
る
さ
と
の

森
」
の
指
定
を
受
け
。
そ
の
保
存
に

も
努
力
し
て
お
り
ま
す
'
^

　
ま
た
、
^
　
I
の
か
は
そ
の
歴
史
を
物

語
る
多
放
の
文
化
財
を
伝
え
て
お
り

ま
す
。
特
に
重
文
の
人
方
丈
障
県
内

冷
は
人
方
丈
の
部
屋
を
映
し
た
収
蔵

庫
を
造
り
、
参
拝
折
に
ご
観
覧
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
、
し
か
し
、
本
堂

に
安
置
さ
れ
て
い
る
松
平
八
代
の
位

怜
と
有
々
。
‥
な
歴
代
将
ポ
の
等
身
人
の

位
牌
は
、
場
所
が
狭
く
て
ト
分
供
養

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
霊
殿
を
建
立
し

た
い
と
計
叫
し
て
お
り
ま
す
。

　
米
年
は
家
康
公
生
誕
四
百
丘
ト
年

で
１
　
、
徳
川
ゆ
か
り
の
岡
崎
に
と
っ

て
代
政
的
な
Ｉ
で
あ
り
、
た
く
さ
ん

　
　
　
の
む
が
訪
れ
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
川
時
し
て
い
ま
す
、

゛鸚晋5番I:;

ゴLjし|ﾋ,-A
一一一千サレ

1 |*4t>蜀｜

　至八帖町　　口－ド至伊賀町
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　　氏子総代

宮島伊子男さん

　上地町（67歳）

　
頼
朝
の
弟
の
造
営
で
す

　
こ
の
神
社
は
源
頼
朝
の
弟
で
三
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
ｒ
タ

の
国
司
と
な
っ
た
源
範
頼
が
造
営
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

一
時
荒
廃
し
た
よ
う
で
す
が
、
現
本

殿
は
明
暦
元
年
（
ニ
（
五
五
）
に
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
建
築
様
式
は
三
間
社

流
れ
造
り
で
す
。
ほ
か
の
神
社
と
比
べ

本
殿
が
大
き
い
の
と
ひ
さ
し
下
の
木

鼻
の
彫
り
物
は
龍
が
多
い
の
に
、
こ

こ
で
は
象
が
彫
刻
さ
れ
て
い
て
珍
し

い
と
思
い
ま
す
。
土
地
町
も
宅
地
開

発
に
よ
り
人
目
も
急
増
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
町
民
の
心
の
妬
り
所
と
し

て
守
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＠

　　氏子総代

浅井三郎さん

　福岡町（65歳）

　
守
る
の
も
大
変
で
す

　
こ
い
ハ
い
。
ニ
*
■
;

　
三
河
一
向
一
揆
の
時
、
古
記
録
を

す
べ
て
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
平
安
末
期
に
創
建
さ
れ
た
と
言

わ
れ
ま
す
。
一
揆
に
よ
り
焼
失
し
た

本
殿
・
拝
殿
は
元
和
五
年
（
一
六
一
几
）

帷
府
の
代
官
畔
叫
が
学
に
よ
り
肖
建

さ
れ
た
と
か
、
家
康
の
命
で
石
川
数

正
が
再
建
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
福
岡
学
区
の
六
町
内
会
で
管
理

し
て
い
ま
す
が
、
火
災
報
知
機
の
史

新
や
放
水
銃
の
設
置
な
ど
文
化
財
の

保
存
費
川
の
ね
ん
出
に
苦
労
し
て
い

ま
す
。



ｄ
誕
ｒ
隻
一

木

山
寺
三
門

滝町山li120番地

　
確
認
さ
れ
た
頼
朝
の
あ
ご
ひ
げ
と
歯

　
滝
山
寺
は
今
か
ら
Ｆ
三
百
年
余
り
前
に
創
姓
さ

れ
、
現
本
堂
は
建
長
六
年
（
こ
一
五
四
）
に
修
復
さ
れ

た
こ
と
が
記
録
に
残
る
古
い
姓
造
物
で
す
。
ご
本
尊

の
薬
師
如
来
は
五
十
年
に
一
川
の
ご
開
帳
の
と
き
以

外
は
秘
仏
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
ト
三
年
の
開

帳
時
に
拝
見
す
る
と
、
身
の
た
け
ａ
四
十
ヅ
余
、
ヴ
門

家
の
話
だ
と
十
二
吐
紀
半
ば
こ
ろ
の
作
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
、
本
堂
の
奥
に
安
置
さ
れ
て
い
た
木
造
聖
観

作
菩
雌
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
輿
に
よ
る
鑑
定
の
結
米
、

古
記
録
に
あ
る
よ
う
に
頭
部
に
源
頼
朝
の
あ
ご
ひ
げ

と
歯
ら
し
き
も
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
宝
物
殿
を

建
設
し
て
梵
天
、
帝
釈
人
立
像
や
そ
の
他
の
政
重
な

文
化
財
と
一
緒
に
収
職
艇
示
し
て
い
ま
す
。
ｙ
一
れ
ら

の
仏
像
は
文
化
庁
の
依
頼
を
受
け
、
遠
く
米
国
、
災

国
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
艇
覧
会
に
出
‥
叩
さ
れ
ま
し
た
。

　　住職
山田光隆さん

　滝町(65歳)

　ダ　｀　　　　1●，

　　滝町総代

中根武夫さん

　滝町（67歳）

？
八
μ
い
　
　
　
　
　
に
お
う
そ
．
１

運
慶
作
の
仁
王
像

　
こ
の
三
門
を
私
た
ち
は
仁
王
門
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

鎌
介
時
代
の
建
物
で
、
門
内
の
仁
王
像
は
運
慶
の
作
と

　
　
　
　
　
　
　
　
き
か
　
　
ｔ
も
～
｀

言
わ
れ
、
東
南
の
逆
さ
曜
木
は
有
名
で
す
。
私
は
、
仁
工

門
の
前
で
生
ま
れ
、
境
内
や
桝
形
を
格
好
の
遊
び
場
と

し
て
育
ち
ま
し
た
。
大
正
末
だ
と
思
い
ま
す
が
、
門
の
南

隣
の
民
家
か
ら
出
火
し
、
三
軒
焼
失
し
ま
し
た
。
こ
の
火

災
に
よ
り
門
の
板
壁
が
皿
一
く
焼
け
熊
げ
、
昭
和
十
年
ご

ろ
解
体
修
理
さ
れ
る
ま
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。
今
思
え

ば
よ
く
ぞ
類
焼
を
免
れ
た
も
の
で
す
。
修
理
の
た
め
滞

在
さ
れ
て
い
た
文
部
竹
の
技
官
が
、
「
全
国
に
大
き
な
門

は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
こ
の
三
門
の
よ
う
に
均
整
の

と
れ
た
門
は
め
ず
ら
し
い
」
と
私
の
け
に
話
さ
れ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
、
仁

に
門
は
私
た
ち
の
誇
り

で
あ
り
、
人
き
な
文
化

財
産
で
す
。
私
た
ち
を

じ
っ
と
見
守
り
続
け
、

Ｌ
ａ
余
乍
の
風
雪
に
耐

え
て
こ
ら
れ
た
仁
玉
さ

ん
を
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
守
。
り
て
い
き
た
い

で
す
、
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　　住職

安藤明信さん

　大和町（5i歳）

　
４
　
　
鎌
倉
様
式
の
太
子
堂
で
す

　
球
・
　
　
初
代
の
住
職
が
河
内
旧
（
大
阪
府
）
か
ら
侈
住
し
た
と

　
一
　
き
、
聖
徳
太
子
の
木
像
を
納
め
る
た
め
に
姓
立
さ
れ

し
ご
Ｊ
｛
　
た
太
子
堂
で
す
が
、
堂
の
剛
に
柳
の
人
木
が
あ
っ
た

　
４
．
。
　
と
こ
ろ
か
ら
「
柳
堂
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
↑
　

現
在
の
建
物
は
こ
二
Ｉ
四
年
に
再
姓
さ
れ
た
旨
が
棟

　
ペ
ー
い
　
　
札
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
三
月
に
太
ｒ
法
要

う
ｍ
　
を
　
み
ま
す
が
、
昔
は
近
郷
、
近
在
か
ら
参
拝
が
あ
り
、

四
Ｊ
ｔ
に
　
屋
台
が
並
ぶ
ほ
ど
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
私
は
現
職
の

教
Ｕ
を
し
て
い
て
何
か
と
忙
し
い
の
で
す
が
、
太
子

講
を
つ
く
っ
て
復
活
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
寺

の
歴
史
が
古
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
責
重
な
文
化
財
を
た

く
さ
ん
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
保
存
や
修
理
の
こ
と
で

い
つ
も
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。
文
化
財
の
保
存
に
は
想

像
以
上
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
公
的
な
補
助
や

支
援
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

大和町沓市場65番地

‐
Ｌ
－

立言

L 　____　　_J

岩津町東山47番地

　
　
　
４
ｓ
Ｉ
｛
・
Ｊ
あ
｀
ｒ
Ｉ
ｒ
ｓ
ｉ
ｓ
―
ｓ
Ｊ
ｊ
メ
ー
ｌ
一

　
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
ｌ
ｌ

矢
作
川
ゴ
「
天
神
嘆
！
・
一
一

　
近
く
修
理
し
ま
す

　
儒
光
明
寺
は
松
平
一
べ
代
儒

光
に
よ
り
創
姓
さ
れ
た
寺
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
観

音
崇
は
脚
結
殿
と
し
て
丈
明

－
１

．
四
Ｌ
八
）
に
建
て

生
活
の
中
の
文
化
財

．
で
　
ｉ
・
．
．
．
‘
｀
．
一

　
　
　
淫

教育委員会社会教育課

　　　　　上原課長補佐

　
本
市
で
は
現
在
、
中
央
総
合
公
咽
の

美
術
館
・
博
物
館
計
画
の
う
ち
、
収
蔵

庫
の
建
設
を
取
り
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
の
大
き
な
使
命
は
、
郷
土
館
、

森
永
跡
倉
庫
、
市
史
編
さ
ん
事
務
局
な

ど
に
保
管
し
て
い
る
諸
資
料
の
ほ
か
、

佃
人
が
所
有
し
て
お
ら
れ
る
貴
爪
な
文

化
財
な
ど
を
様
々
な
環
境
劣
下
か
ら
防

ぎ
、
市
民
の
共
有
の
財
産
と
し
て
子
孫

に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
日
の
急
速
な
社
会
変
化
に

伴
い
、
余
暇
時
間
の
増
大
と
人
々
の
学

習
需
要
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
先

人
が
築
い
た
貴
重
な
文
化
財
や
史
跡
を

私
た
ち
の
生
活
の
豊
か
さ
と
潤
い
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
の
ご
指
導
を
得
な
が
ら
、
文

化
財
移
動
教
室
の
開
設
や
歩
く
文
化
財

め
ぐ
り
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
も
こ
れ
ら
の
企
両
に
積
極
的

に
参
加
し
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と
ロ
マ
ン

を
探
究
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

Ｏ



｜

ラブリバー菅生川を美しく

市の中心;i|5を流れるI'l I:川をきれいにしようと、地元ili

民やボランティアト月俸などが清掃本什を行いました。こ

の奉什活動は昭＼m年から始まり、毎年帆rnになってい

ます。今年も、朝６時に軍于やかまを持って集まった約

2500人の市民が、吹欠橋から殿僑までの両岸約l゛の草

刈りやごみ拾いに汗を流しました。集められたごみは収

集車など29台分にもなり、清掃後の河川敷はさっぱりと

した秋の装いとなりました。

Ｓ

市民参加の防災訓練

　「防災の日」の1II、岡崎公|詞河川緑地で東海地震を想定

した総介防災訓練を行いました。今年は4巾|体、約4100人

の市民が参加。保育園児らの避難訓練や中学生のバケツリ

レーによる初期消火、婦人団体の応急救護など、36種日も

の訓練が贋開されました。中でもがけくずれ、高架橋落下

及びビル火災の訓練で見せた機敏な行動には、大きな拍于

が送られていました。
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ぺ!･令

いつまでもお元気で

「敬老の日」を前に13日、中根市長や助役らが、90歳以

上の高齢者のお宅と商年者センター岡崎を肋問。色紙や

タオルなどを贈り艮なをお祝いしました。「テレビを兄

るのが大好き」というiIj内最高齢者の横山りやうさん（

103歳）は、記念品をr^波されると「これからもmmに気

をつけます」と笑顔で答えていました。また、鳥年者セ

ンター岡崎では、カラオケ大会や■If長との会食など、和

　　乱Ｊふλ:昌ぶ瓜辿芯ぷぶご:に:琵

暮らしの中からリサイクル

消n生活に関する調在・学習を通して、化みよい生活環

境づくりを進めている生活学校の皆さんが中心となり、

市内９ヵ所で、大ぷら廃油と天然石けんの交換、アルミ

空き缶の買い上げ､ガラス空きぴんの川収を行いました。

河川浄化、資源の吋利用を目的として昭和57年から始ま

ったこの活動も、今では市民に広く浸透しています。今

回は廃油1,673μ、アルミ缶1,438牡、ガラスびん593本も

回収できました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

丿ソ痙?釜^迦^ "■̂　で

y４
Ｓ

４

・

令

孫と一緒に勉強

へ-.令

孫たちの学校生活を兇てもらおうと、奥殴小'7校で「机

父は学級」を開きました。敬老の目にちなんだ11年前

からの恒例行事で、この日を心待ちにしていたおじい

さんやおぱあさん約100 人が招かれました。孫たちの

勉強ぷりを参観し、給食を･緒に昧わった後、柑父げ

が先牛になっての体験学習o 昔遊んだ水鉄砲や竹馬な●

どの作り方を手ほどきしました。おじいさんたちの笑

顔がとても印象的でした。

　　　　ﾐﾐ　　●-JT*'　　　　　　　　　　　｀‘'｀'‾‾゛゛ら乙-ﾆｰ　ﾍﾟx令　　.･ ／ぎﾐ･.　　一．ﾌﾟｰい　　し　　　トー－．．
　　ｿﾞｾﾞﾌﾞﾀﾞ-･…………ヤ＞ヰ･j･゛'゛･I　･ご^　　　‾　　.　　‾'jl四･j
　　､づ　　　‥　　　　f.　　‘……………ﾀﾞﾆｙ　、/ａ

　　　二回賢兄ﾐごトグぢｋプ.^-．.mのまま泳いでみよう

　　　　マ." "ヤ…………・　■■w、　　　－・

．　゛∧・ﾌﾟj　し4j'うｉ　　∧∧＞　水難防||こへの意識を高めようと、屯谷小'7=校のプール

ドフンダj 4

^^^^r Iニレj万　で、４年生以上の　･Iが　加し｢服のまま泳いでみよう｣j　　y.ﾊﾞﾊﾏ≒　｀9,･j｀ヽ　　,s　　べし．　　　という体験学習を行いました。i割蒜体操をして、いつもど

に､ご

犬

蓼i

二卜.‥おり水　で25に剖　ぎタイムを則った後、服を　て再度25

　　ダ｀　　　　　ノ　ト辿ﾉ▽.

j　　　　

へ　　　　　　にを力泳．タイムは20秒近くも遅くなり、途中から歩いて

しまう児童も多くいました。「体が思うように動かないね」

% ftﾚ　　、　　「浮くだけでも大変だよ」と話し合っていた児･託たちには、

‾゜　　　　>^ ê 　　　　政重な体験となりました。

＠



地
域
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
「
ま
ち
の
特
派
員
だ
よ
り
」
。

今
号
は
、
み
ん
な
か
心
を
一
つ
に
し
た
大
樹
寺
の
大
縄
跳
び
大
会
と
、

流
域
住
民
の
生
活
の
オ
ア
シ
ス
「
伊
賀
川
」
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

心
を
一
つ
に
大
縄
跳
び
大
会

　
豊
か
な
休
力
づ
く
り
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
求
め
、
皆
様
の
町
で
も
い

ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
中
で
も
、

人
樹
寺
学
区
で
七
月
に
行
わ
れ
た
大

繩
跳
び
大
会
は
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
を
み
せ
た
の
で
、
ぜ
ひ
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
人
縄
跳
び
大
会
は
、
多
く
の
子
供

た
ち
が
参
加
で
き
る
行
事
で
、
今
年

で
三
回
‐
で
す
。
学
区
社
会
教
育
委

ｕ
会
と
子
供
会
の
主
催
に
よ
り
、
人

樹
寺
小
学
校
の
運
動
場
で
行
わ
れ
ま

す
。
各
町
内
か
ら
低
高
学
年
男
女
別

に
、
一
チ
ー
ム
ト
人
の
川
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
す
。
試
合
時
間
～
分
間
の

う
ら
に
、
。
冊
多
く
跳
べ
た
数
で
競

い
八
‥
う
も
の
で
す
。
ス
タ
ー
ト
の
八
‥

図
で
。
斤
に
跳
び
始
め
る
様
ｆ
は
、

静
か
な
湖
に
急
に
波
が
わ
き
･

<
~
＼
た

よ
う
な
勢
い
で
す
。

　
練
習
の
成
米
を
発
抑
し
、
尚
を
食

い
し
ば
っ
て
跳
ぶ
ｒ
供
た
ら
、
令
長

Ｉ
Ｉ

四
丿
以
Ｌ
も
あ
る
人
縄
を
精

北
ブ
？
ク
竹
口
多
恵
さ
久
秤
目
町
・

一
杯
同
す
親
た
ち
、
周
り
で
応
援
す

る
人
々
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
フ
二

三
…
」
と
声
を
掛
け
合
う
姿
は
、
地

域
の
和
そ
の
も
の
で
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
、
助
け
介
い
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
未
来
の
ま
ち
を
築
く

子
供
た
ち
が
、
こ
う
し
た
行
事
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
心
も
体
も
豊
か
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
皆
様
の
町
で
も
、

ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ｌ
ｌ
ｊ
．
Ｗ
　
　
！
’

Ｗ
ふ
犬
心
四
に
ご
｀
一
″
こ

？
Ｉ
一
ｔ

一

一 一 一 一 ・

W 四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―

学
区
内
を
流
れ
る
伊
賀
川
を
き
れ
い
に

城
北
ブ
ロ
ッ
ク
ふ
八
Ｅ
木
明
治
さ
ん
（
元
能
見
町
）

　
伊
賀
川
は
、
川
‐
や
梢
聊
の
山
あ

い
を
流
れ
、
伊
賀
を
過
ぎ
る
辺
り
か

ら
乙
川
に
介
流
す
る
、
長
さ
約
ト
ー

メ
ー
ト
ル
の
川
で
す
。

　
こ
の
伊
賀
川
は
、
戦
後
か
ら
鳥
度

成
長
期
に
か
け
て
、
家
庭
汚
水
や
工

場
廃
水
が
流
さ
れ
、
ゴ
ミ
捨
場
と
さ

れ
た
こ
と
で
ド
ブ
川
と
化
し
、
流
域

住
民
か
ら
も
嫌
わ
れ
る
と
い
う
状
態

♂
―
ち

カ

兄
ト
数
年
も
続
き
ま
し
た
。

　
昭
和
四
ト
年
代
に
入
っ
て
よ
う
や

く
河
川
の
汚
れ
が
叫
ぱ
れ
始
め
．
昭

和
四
ト
四
年
に
は
、
外
種
川
休
や
行

政
も
加
わ
ン

止
運
動
が
起
き
ｔ
し
た
．

公
吏
‥
防

　
昭
和
川
ト
じ
年
に
は
、
流
域
住
民

が
、
「
伊
５
-
^
川
を
美
し
く
Ｉ
る
会
‘
を

発
足
し
、
現
在
は
六
学
区
ペ
ト
町
ハ
ａ

Ｆ
匪
帯
か
ら
な
一
。
て
い
ま
す
。
こ
の

会
は
、
河
川
流
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

始
め
、
轟
秋
の
。
斤
清
掃
、
川
ま
っ

Ｊ

行
巾
、

笑
化
運
動
行
脚
の
設
ぷ
、

吽
蒙
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
、
河
川
笑

化
迦
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
５
ま

し
た
。
そ
の
結
米
、
最
近
で
は
川
の

汚
れ
も
少
な
く
な
り
、
小
魚
や
し
じ

み
、
シ
ラ
サ
ギ
な
ど
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
一
部

の
心
な
い
人
に
よ
っ
て
空
き
缶
な
ど

の
ゴ
ミ
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
流
域
住
民
の
生
活
の
オ
ア
シ
ス
で

も
あ
る
こ
の
川
を
、
だ
れ
が
に
て
も

き
れ
い
で
美
し
い
と
Ｉ
．
ｄ
わ
れ
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
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活かす情報

　
老
人
性
白
内
障
は
、
眼
球
の
水
‐
川

休
が
白
く
濁
っ
て
視
力
が
低
下
す
る

病
気
で
、
六
十
歳
代
で
は
七
〇
ｌ
’
八

〇
拉
、
七
ト
歳
代
以
降
に
な
る
と
、

例
外
な
く
水
‐
川
休
の
濁
り
が
あ
ら
わ

れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
水
晶
体
の

濁
り
が
ひ
ど
く
な
り
、
日
常
生
活
に

女
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
と
治
療

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
巾
立
岡
崎
病
院
で
は
、
昨
年
皮
中

に
二
百
二
人
が
白
内
障
の
于
術
を
受

け
ま
し
た
。

　
治
療
万
法
と
し
て
、
以
前
は
、
濁

っ
た
水
品
休
を
摘
出
し
、
め
が
ね

や
コ
ン
タ
ク
ト
で
視
力
を
矯
削
す
る

方
法
が
普
及
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
址
近
に
な
っ
て
、
阻
内
レ
ン
ズ
（
人

工
水
品
休
）
を
抑
入
し
て
、
視
力
を
回

復
す
る
方
法
が
多
く
採
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
ｏ

　
た
だ
し
、
眼
内
レ
ン
ズ
の
挿
入
予

術
費
に
対
し
て
健
康
保
険
の
追
川
が

な
い
た
め
、
片
眼
で
十
数
万
円
か
か

る
費
川
は
全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
手
術
費
へ
の
助
成
を
求

め
る
声
が
強
く
、
白
内
障
に
か
か
る

お
年
寄
り
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

岡
崎
市
で
は
、
県
下
の
市
と
し
て
は

初
め
て
、
す
べ
て
の
お
年
寄
り
を
対

｜

｜

象
に
独
自
の
助
成
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
刻
象
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で
、
所
得
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
助
成
額
は
、
肌
内
レ
ン
ズ
購
入
賞

と
挿
入
于
術
賞
に
対
し
て
、
片
肌
に

つ
き
五
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
な
お
、

今
年
ト
川
一
‐
か
ら
の
于
術
分
か
対

象
で
す
。

　
巾
請
は
、
于
術
証
明
書
、
領
収
書
、

印
鑑
を
持
参
し
、
市
役
所
一
階
援
護

助
成
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
援
護
助
成
課
医
療
助
成
係

　
　
　
　
　
　
　
豊
2
3
1
6
1
－
８

目の構造

箕考'l･･こ･・t･暴f卜　鋸りメt　tt^H

○

｜
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ペ
ー
パ
ー
文
化
論

市
長
々
根
９
　
火

　
国
の
発
展
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し

て
、
国
民
所
得
、
経
済
成
長
率
、
Ｇ
Ｎ

Ｐ
（
岡
民
総
生
産
一
、
人
）
、
更
に
は

え
化
度
な
ど
、
様
々
な
λ
規
が
あ
る

と
思
う
が
、
そ
の
レ
ベ
ル
を
論
ず
る

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
．
．
例
え
ば
、

．
昨
年
の
我
が
岡
の
国
民
総
資
産
額

は
六
や
八
ａ
五
ト
川
兆
円
で
、
Ｇ
Ｎ

Ｐ
二
号
目
几
十
八
兆
円
）
と
比
較
し
て

に
る
と
ト
じ
・
二
階
の
―
ｉ
Ｊ
ｉ
-
Ｖ
で
蓄
債

が
巡
み
、
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
｛
資
産

人
国
｝
に
な
っ
た
と
い
う
昆
な
も
あ

る
、
し
か
し
．
我
が
国
は
淑
京
ニ
ト
三

区
の
地
価
評
価
額
を
介
計
す
る
と
米

国
令
ト
‥
が
購
人
出
末
る
ほ
ど
地
雨
が

高
く
、
こ
れ
が
資
産
釦
を
持
ち
上
げ

必
ず
し
も
裕
陥
な
あ
か
し
で
あ
る
と

考
え
る
の
は
間
違
い
の
よ
う
だ
．

　
一
方
、
ロ
ン
ド
ン
の
に
に
地
は
王
室

や
教
会
な
ど
が
所
有
片
に
な
っ
て
い

て
、
区
民
は
こ
れ
を
何
世
紀
も
前
に

結
ん
だ
民
期
の
ｉ
'
ｒ
'
i
l
ｚ
:
契
約
で
借
り
て

い
る
『
．
俳
地
料
は
数
世
代
前
の
契
約

な
の
で
微
々
た
る
額
で
、
あ
え
て
払

う
昔
も
、
も
ら
う
者
も
無
く
、
ヒ
地

は
売
買
や
岡
定
資
産
悦
の
課
悦
対
象

に
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
だ
．

　
ま
た
、
近
ご
ろ
の
文
明
文
化
論
の

中
に
は
、
欧
米
文
化
に
迎
さ
し
す
ぎ

る
嫌
い
が
あ
る
．
例
え
ば
来
年
は
コ
ロ

ン
ブ
ス
の
新
人
陸
発
見
五
げ
年
と
騒

い
で
い
る
が
、
侵
略
の
端
緒
を
つ
く
っ

た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
解
釈
も
あ
り
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
田
か
ら
は
、
什

か
ら
続
い
て
い
る
イ
ン
カ
や
マ
ヤ
文

化
に
対
し
て
正
し
い
評
仙
を
す
べ
き

だ
と
厦
感
を
回
っ
て
い
る
と
い
う

　
先
の
県
巾
長
会
欧
州
行
政
視
察
で

は
、
束
欧
共
産
圏
か
ら
自
山
化
に
少

み
始
め
た
収
ド
イ
ツ
ー
チ
ェ
コ
ス
ロ

バ
キ
ア
ー
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
を
車

で
ま
わ
っ
た
。
こ
の
問
、
仏
は
宿
泊

し
た
ホ
テ
ル
の
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ペ
ー

パ
ー
を
少
し
ず
つ
見
本
に
収
叫
し
て

必
た
が
、
そ
の
忖
質
は
町
に
よ
り
、

地
方
に
よ
り
。
團
に
よ
っ
て
。
消
費

文
化
の
度
八
‥
い
と
い
う
も
の
が
い
み

じ
く
も
現
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
仏

は
こ
の
祝
察
の
話
を
す
る
と
き
、
こ

の
ペ
ー
パ
ー
を
示
し
て
、
片
田
の
文

化
レ
ベ
ル
を
各
自
で
汲
み
収
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ｇ
Ｓ
・
．

Φ



-

-

声

?･

Ｑご
み
焼
却
場
の

余
熱
は

利
用
で
き
な
い
の
。

　
ご
み
娩
却
場
の
な
熱
を
刊
川
し

た
温
水
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
で

で
き
て
い
ま
す
。
岡
崎
の
焼
却
場
で

も
余
熱
を
利
川
す
る
こ
と
を
号
え
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ温
水
を
利
用
し
た

プ
ー
ル
な
ど
の

施
設
を
検
討
中
で
す
。

　
ず
成
一
几
年
か
ら
隙
働
を
始
め
た
中

火
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
十
で
に
、

排
か
汲
の
余
熱
を
利
川
し
て
蒸
気
タ

ー
ビ
ン
発
電
機
を
川
し
．
場
内
の
動

力
、
空
調
、
照
明
や
給
湯
に
と
、
宵

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
心
が
け
て
い
ま
十
．

更
に
将
来
的
に
は
、
隣
接
す
る
中
火

総
介
公
園
の
施
設
に
供
給
し
て
い
く

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
．
中
央
総
八
‥

公
園
が
市
民
の
時
極
的
な
健
康
づ
く

り
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

ご
指
摘
の
プ
ー
ル
や
温
水
を
利
川
し

た
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
持
つ
施
設
な
ど

を
含
め
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
設

整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
『
．
同
時
に

ど
ん
な
施
設
に
ど
う
い
う
形
で
余
熱

刊
川
が
可
能
な
の
か
、
効
率
的
な
の

か
の
研
究
も
進
め
て
お
り
、
中
火
総

合
公
園
の
整
備
に
合
わ
せ
て
一
つ
一

つ
実
現
し
て
い
く
計
画
で
す
．

中
央
総
合
公
園
事
業
室
　
安
藤
室
長

八
い
｝
に
Ｗ
Ｗ
ｌ
一

廿
ミ

人
う
１
１

＝ ■

　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

＼
世
界
陸
上
選
手
権
大
会
に
出
場
Ｏ

千
六
百
μ
リ
レ
ー
で
日
本
新
記
録
。

天
野
恵
子
さ
ん

（
光
ヶ
ａ
女
子
高
校
三
年
）

　
束
京
・
国
立
競
技
場
で
開
か
れ
た

第
三
川
-
―
･
"
　
＾
f
i
―
陸
卜
選
于
椛
大
会
に
、

県
内
で
は
高
校
生
と
し
て
た
だ
一
人

選
ば
れ
た
大
野
忠
’
Ｌ
さ
ん
。
出
場
し

た
女
ｒ
Ｆ
六
い
‐
ド
リ
レ
ー
で
は
ア
ン

カ
ー
の
人
役
を
地
小
に
米
た
し
、
‐

本
新
記
録
を
う
ち
を
て
ま
し
た
。

此
界
人
会
出
場
、
そ
し
て
‐
本
新
記

録
お
め
で
と
う
。

　
　
。
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
。
こ

ん
な
大
き
な
人
会
に
出
場
で
き
る
な

ん
て
思
。
つ
て
も
い
な
か
ご

と
て
も
感
激
し
ま
し
た
、
緊
張
は
し

な
い
ほ
う
で
す
が
、
試
合
の
前
‐
に

　
‥
ア
ン
カ
ー
は
頼
む
よ
｡
[
と
■
Ｔ
Ｉ
わ
れ

た
時
は
さ
す
が
に
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
、
で
も
、
先
生
か
ら
『
負
け
て
当

た
り
前
、
記
録
を
目
標
に
｀
‥
と
言
わ

れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
し
た
*

;'

分
の
走
り
が
で
き
た
こ
と
が
良
い
結

米
に
つ
な
が
ン

此
界
の
一
流
選
１
　
の
印
象
は
。

　
　
コ
ア
レ
ビ
や
雅
誌
で
し
か
見
た
こ

と
の
な
か
っ
た
カ
ー
ル
ー
ル
イ
ス
と

同
じ
競
技
場
に
い
る
。
ま
る
で
夢
の

よ
う
で
し
た
」

陸
上
を
始
め
た
切
つ
掛
け
は
。

　
　
「
背
が
低
か
て

け
で
す
。
小
学
校
ま
で
は
バ
ス
ヶ
ツ

ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
ま
し
べ
当

●

時
は
今
よ
り
も
っ
と
小
さ
く
て
（
現

在
一
じ
六
ト
）
、
シ
ュ
ー
ト
ら
決
ま
ら

ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

背
が
高
け
れ
ば
陸
Ｌ
を
し
て
い
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｀

ど
の
く
ら
い
練
習
を
す
る
の
。

　
　
「
練
習
は
二
時
間
程
。
基
本
的
な

ト
レ
ー
・
フ
／
グ
を
中
心
に
毎
‐
欠
か

さ
ず
行
い
ま
す
ｒ
.
時
間
的
に
は
短
い

で
す
が
［
陸
Ｌ
だ
け
で
な
く
勉
強
も

頑
張
れ
｀
・
が
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
な

の
で
、
練
習
後
の
ほ
う
が
大
変
で
す
］

今
後
は
。

　
　
［
陸
Ｌ
を
始
め
て
か
ら
ま
だ
五
年

で
す
。
先
止
か
ら
］
お
前
は
、
発
展

途
Ｌ
＆
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
は
人
学
進
学
で
環
境
も
変
わ
り

少
し
不
安
も
あ
り
ま
す
、
で
も
、
も

っ
と
む
っ
と
練
習
し
て
、
良
い
記
録

が
残
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
１
　j･

’り

な
市政だより≪:≪おかざき1991.10.1　＠

牧
野
弘
子
さ
ん

］
2
7
歳
・
限
生
通
一



岡
崎
問
屋
団
地

温
ふ
る
き
を
た
ず
ね
て
…

　
　
故
　
知

新

竜
美
丘
ポ
プ
ラ
通
り
の
南
の
端
に
、
二
十
七
社
が
問
屋
団
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
、
三
河
地
区
で
最
初
の
問
屋
団
地
の
誕
生
で
、

岡
崎
の
卸
売
業
の
近
代
化
は
大
き
く
進
展
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
大
城
地
内
に
川
地
を
確
保
で
き
る

　
　
　
　
（
7
3
歳
・
明
大
な
町
）

　
昭
和
四
ト
年
こ
ろ
、
都
市
化
に
ぼ

う
交
通
事
悄
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
私

た
ち
卸
売
業
を
収
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
な
り
、
営
業
上
に
障
叱
‥
が
出
て

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
業
務
の
拡

大
に
伴
う
店
舗
拡
張
や
駐
車
場
確
保

に
悩
む
卸
売
巣
者
が
集
ま
っ
て
、
昭

和
四
ト
三
年
、
岡
崎
問
屋
団
地
推
進

協
議
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
卸
売
業

の
近
代
化
・
合
理
化
を
進
め
る
た
め
、

卸
売
商
業
集
団
化
計
叫
に
収
り
組
ん

だ
の
で
す
。
毎
日
の
よ
う
に
会
合
を

開
い
て
構
想
を
練
っ
た
り
、
先
進
地

を
兄
学
し
た
り
し
ま
し
た
。
刑
務
所

の
跡
地
を
売
却
し
て
も
ら
え
る
話
も

あ
り
ま
し
た
が
、
敷
地
而
積
や
交
通

条
件
な
ど
を
満
た
す
場
所
は
簡
単
に

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
土
地

探
し
に
奔
走
す
る
う
ち
、
明
大
寺
町

め
ど
が
立
ち
ま
し
た
。

　
昭
和
四
ト
四
年
、
岡
崎
問
屋
団
地

協
同
組
合
を
設
立
し
、
Ｌ
地
の
収
得
、

造
成
、
そ
し
て
店
舗
・
倉
庫
の
廸
設

を
進
め
ま
し
た
。
造
成
中
に
豪
雨
で

上
砂
が
流
失
す
る
被
害
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
に
団
地

は
完
成
し
ま
し
た
に

　
こ
の
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
貝

の
店
か
ら
も
近
く
、
都
市
計
両
道
路

岡
崎
環
状
線
、
県
道
岡
崎
　
刈
谷
線

に
接
し
、
束
々
１
１
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
や
岡
道
一
廿
、
二
四
八
廿

に
も
近
い
こ
と
か
ら
、
市
内
の
取
引

先
と
の
連
絡
や
県
内
外
へ
の
配
送
の

利
便
性
な
ど
と
て
も
恵
ま
れ
た
立
地

環
境
で
し
た
、
交
通
事
情
や
駐
車
場

問
題
が
解
消
し
、
倉
庫
が
Ｉ
カ
所
に

集
中
し
た
こ
と
で
営
業
能
率
も
上
が

り
、
売
り
上
げ
も
三
割
か
ら
ａ
割
ほ

ど
伸
び
ま
し
た
。

　
こ
の
辺
り
は
、
野
鳥
な
ど
が
多
く

住
む
清
閑
な
住
宅
街
で
す
が
、
完
成

当
時
は
、
キ
ジ
や
タ
ヌ
キ
や
野
ウ
サ

ギ
な
ど
も
た
く
さ
ん
い
た
も
の
で

す
。
川
地
姓
設
の
際
に
は
、
周
り
の

景
観
と
の
訓
和
も
考
え
、
建
物
を
連

79
棟
式
に
し
た
り
、
看
板
を
自
粛
し
た

り
し
ま
し
た
。
今
で
も
、
川
地
内
の

緑
化
・
清
掃
な
ど
に
心
掛
け
て
い
ま

す
O
U
た
、
地
域
の
か
た
に
団
地
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
年
一
川
、
特

売
会
を
行
っ
た
り
、
学
校
の
バ
ザ
ー

に
協
力
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
姓
設
か
ら
ニ
ト
年
近
く
た
っ
た

今
、
交
通
の
混
雑
や
辰
販
店
と
メ
ー

カ
ー
の
直
結
、
流
通
機
構
へ
の
メ
ー

カ
ー
の
進
出
な
ど
同
地
を
収
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
｡
１

道
路
網
整
備
へ
の
期
待
は
元
よ
り
、

今
後
、
量
版
店
で
扱
わ
な
い
商
品
を

収
り
扱
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち

問
屋
の
課
題
と
感
し
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
問
屋
団
地
（
昭
和
4
8
年
）

｜

私
の
イ
ラ
ス
ト

三
木
道
子
さ
ん
（
六
名
新
町
）
の
作
品

私
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

　
１
小
さ
い
マ
マ
」
長
女
山
夏
（
三
歳
）
。

お
隣
り
の
か
栗
ち
ゃ
ん
（
零
歳
）
を
抱
い
て

マ
マ
気
ど
り
の
ご
満
悦
、

そ
し
て
「
今
‐
も
行
こ
う
」
を
連
発
。

新
胃
喜
代
美
さ
ん
（
3
2
歳
・
矢
作
町
）

前号(9月｜日号)の答　　９月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
応募総数は69 Aで。抽選の結果、渡辺郁子(本宿町)、岡田はる

み(中ler)、山岡恵美子朝日町.本田弘(昭和町). 力£藤奈美子

(松礪町)の皆さんに記念品をお送りします。

問題：国の指定文化財は市内にいくつあるでＬよう，　10月15日(必着)

応募方法　はがきに｢答｣と住所､氏名､年齢､職業を明記のうえ、

〒444市内十王町P丁目９番地岡崎市役所広fS課広報係まで。

はがきは一人一葉とし、正解者の５名のかたに記念品を贈呈。
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ス
ポ
ー
ツ
大
会

総
合
軟
式
庭
球
大
会

　
日
時
　
Ｈ
月
３
日
剛

　
会
場
　
県
岡
崎
総
合
運
動
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
男
子
）
、
岡
崎
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
女
子
）

　
種
別
　
○
男
子
の
部
＠
女
子
の
部

　
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
の
か
た

　
申
込
期
限
　
1
0
月
2
6
日
出

　
少
林
寺
拳
法
岡
崎
大
会

　
日
時
　
Ｈ
月
３
日
剛

　
会
場
　
市
体
育
館

　
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
の
か
た

　
種
別
　
○
小
学
生
低
学
年
白
・
黄

帯
の
部
＠
小
学
生
低
学
年
緑
・
茶
帯

の
部
＠
小
学
生
高
学
年
白
・
黄
・
緑

帯
の
部
○
小
学
生
高
学
年
茶
・
黒
帯

の
部
＠
中
学
生
の
部
＠
高
校
段
外
の

部
＠
高
校
有
段
の
部
＠
小
学
生
女
子

の
部
＠
一
般
女
子
の
部
＠
一
般
段
外

の
部
Φ
一
般
有
段
の
部
田
親
子
の
部

＠
少
年
団
体
の
部
Φ
一
般
団
体
の
部

　
申
込
期
限
　
1
0
月
1
9
日
出

［
ぼ
ぼ
ド
レ
レ
ー
―
ト

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
〒
捌
　
市
内
六
名
本
町
七

番
地
　
体
育
協
会
「
各
人
会
」
係
ま
で
。

※
　
要
項
・
申
込
用
紙
は
、
市
役
所

体
育
課
、
市
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

歩
く
文
化
財
・
文
学
碑

め
ぐ
り

　
北
斗
台
か
ら
奥
山
田
の
し
だ
れ
桜

を
経
て
、
村
積
山
、
奥
殿
陣
屋
、
龍

渓
院
に
至
る
市
内
北
部
を
散
策
し
な

が
ら
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財
、
文

７
　
碑
を
学
習
し
ま
す
。

　
日
時
　
1
0
月
2
7
日
剛
（
雨
天
の
場

合
は
Ｈ
月
2
4
口
剛
）

　
集
合
時
問
　
午
前
９
時

　
集
合
場
所
　
岡
崎
信
用
金
庫
岩
津

支
店
細
川
出
張
所
前
（
名
鉄
バ
ス
「
北

斗
台
口
」
前
）

　
コ
ー
ス
　
別
図
の
通
り
。
北
斗
台

で
解
散
。

　
講
師
　
岡
崎
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
　
新
家
勝
吉
氏
、
前
岡
崎
市

教
八
月
委
員
　
糟
谷
１
孝
氏

　
参
加
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
電
話
で
社
会
教
育
課

文
化
係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
1
0
月
2
3
日
出

　
そ
の
他
　
昼
食
、
水
筒
、
筆
記
用

具
を
用
意
し
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
。

奥殿陣屋

λ
寸

in香山中.

　　　一
哩M小

山|

奥山田の
しだれ桜

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
講
座

　
「
歌
謡
舞
踊
」
講
座

　
日
時
　
1
0
月
2
2
日
・
2
9
日
、
Ｈ
月

り
一
日
・
1
9
日
・
2
6
日
の
５
回
講
座
（
い

ず
れ
の
日
も
火
曜
日
、
午
前
９
時
3
0

分
～
Ｈ
時
3
0
分
）

　
講
師
　
西
川
流
　
星
野
千
秋
氏

　
募
集
人
員
　
2
5
人

　
受
講
料
　
無
料

受
付
日
時
　
1
0
月
1
9
日
山
午
前
1
0
時

『
―
『
‐
－
１
‐
‐
‐
－
－

「
や
さ
し
い
短
歌
」
講
座

　
日
時
　
1
0
月
3
0
日
、
Ｈ
月
６
日
・

1
3
日
・
2
0
日
･
？
:
)
日
の
５
回
講
座
（
い

ず
れ
の
ヨ
も
水
曜
日
、
午
後
１
時
3
0

分
～
３
時
3
0
分
）

　
講
師
　
現
代
歌
人
協
会
員
　
斉
藤

す
み
子
氏

　
募
集
人
員
　
2
5
人

　
受
講
料
　
無
料

　
受
付
日
時
　
1
0
月
2
3
日
困
午
前
1
0
時

　
　
　
　
－

申
込
方
法

　
そ
れ
ぞ
れ
の
受
付
日
時
に
、
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ
の
場
で
抽

選
。
な
お
、
・
電
話
で
の
申
し
込
み
は

受
け
伺
け
ま
せ
ん
。

一
日
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
日
時
　
1
0
月
ｍ
一
日
（
体
育
の
日
）

午
前
の
部
▼
９
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分

午
後
の
部
▼
１
時
～
３
時
3
0
分

　
場
所
　
市
体
育
館

　
教
室
名
　
○
卓
球
教
室
＠
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
教
室
＠
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
ー
マ
ッ
ト
・
と
び
箱
な
ど
）

　
参
加
方
法
　
市
民
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

市政だより'>おかざき1991.ID.1　ｅ



　
そ
の
他
　
①
運
動
の
で
き
る
服
装
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

②
卓
球
の
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

福
祉
入
門
日
曜
教
室

　
（
介
護
教
室
）

　
日
時
　
1
0
月
2
0
日
間
　
午
後
１
時

　
場
所
　
岡
崎
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由

な
か
た
を
も
つ
ご
家
庭
な
ど
を
対
象

に
介
護
知
識
・
技
術
な
ど
を
身
に
つ

け
た
い
か
た

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
先
着
順
）

　
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
直
接
、

福
祉
課
老
人
係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
1
0
月
１
１
‥
日
吻

※
　
当
日
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

｜

平
成
４
年
新
年
交
礼
会

　
日
時
　
平
成
４
年
１
月
１
日
　
午

前
1
0
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
市
民
会
館

　
新
年
交
礼
会
名
刺
帳
の
申
込
み

－
　
―
　
　
－
　
　
　
　
　
　
－

期
間
　
1
0
月
Ｈ
日
吻
～
3
1
日
俐

申
込
方
法
　
用
紙
は
市
役
所
秘
書

課
、
商
工
会
議
所
、
各
町
総
代
宅
に

あ
り
ま
す
。

会
費
　
１
人
　
四
百
円

名
刺
帳
「
表
紙
絵
」
の
募
集

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
か
た

画
題
　
来
年
の
え
と
・
暇
’
（
本
人

健康フェア'91

日時　10月13日(日)午前10時

　　　～午後３時30分

場所　岡崎市民会館

　人場無料・参加自山です。
　お気帷にご参加ください。

○ホール　開会式(10:30～).表彰式

(10:45～)、記念講演会(14:00～)

の
作
品
に
限
る
）

　
材
料
　
紙
に
色
彩
（
油
彩
、
水
彩

な
ど
、
絵
の
具
や
色
数
は
自
由
）
を

使
っ
て
描
い
て
く
だ
さ
い
。

　
大
き
さ
　
縦
1
6
？
、
横
1
8
侈
の
枠

内
に
、
絵
の
周
り
に
２
祀
程
度
の
余

白
を
残
し
て
描
い
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
方
法
　
１
人
―
点
と
し
、
作

品
の
裏
面
に
鉛
筆
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
（
学
生
は
学
校
名
・
学

年
）
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
州

市
内
十
王
町
二
丁
目
九
番
地
　
岡
崎

市
役
所
秘
書
課
庶
務
係
へ
郵
送
、
ま

た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
Ｈ
月
1
5
日
圀
（
当
日

消
印
有
効
）

　
入
選
発
表
　
市
政
だ
よ
リ
ロ
ー
月
1
5

日
号
で
発
表
。
優
秀
作
１
点
を
名
刺

帳
の
表
紙
絵
に
採
用
し
ま
す
。
優
秀

作
（
Ｉ
点
）
と
佳
作
（
数
点
）
の
か

た
に
は
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

記念講演会（14:00～15:30）

　演題「現代社会と人間関係」

　講師　作家・精神科医

　　　　なだ　いなだ氏

＠甲山会館(10:00～15:00)健康・体

力チェック、高齢名の体力洞｣定、味覚

度テスト、手作りおやつの試食コーナ

ー、栄養バランスチェック、環境衛生

相談コーナー、薬の相談、血圧計・体

温計の無料点検、アルコール体質テス

ト、禁煙相談など

＠リハーサル棟　フッソ塗布(就学前

の幼児を対象)・矯正相談・歯みがき教

室(10:00～12:00、13:00～15:00)、成

人歯科相談(13:00～15:00)、健康ミニ

ミニ講座(10:00～12:00)、乳幼児の健

康相談(10:00～12:00)
一一一－一一一一

　
　
●

１優
良
従
業
員
の
表
彰

■
商
工
業
優
良
従
業
員

　
工
業
関
係
者
は
1
0
年
以
上
、
商
業

関
係
者
は
５
年
以
上
同
一
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
か
た
（
所
属
す
る
団

体
５
　
の
推
薦
が
必
要
）

■
技
術
開
発
な
ど
の
功
労
者

　
技
術
並
び
に
製
品
の
研
究
、
開
発
、

職
場
の
省
力
化
な
ど
の
分
野
で
顕
著

な
業
績
を
あ
げ
中
小
企
業
の
発
展
に

貢
献
し
た
従
業
員
の
か
た
（
事
業
主

ま
た
は
所
属
す
る
団
体
長
の
推
薦
が

必
要
）

Ｉ
新
聞
配
達
少
年
少
女

　
中
学
・
高
校
に
在
学
し
、
２
年
以

上
市
内
で
新
聞
配
達
を
続
け
て
い
る

少
年
少
女
（
店
主
の
推
薦
が
必
要
）

※
　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

1
0
月
‐
日
吻
ま
で
に
商
工
労
政
課
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

健康ミニミニ講座（10:00～12:00）

(1)10:00～10:35　「乳がんの話一一早

く見つけるために　」

市立岡崎病院外科第３部長　大演寿博

ぐ2)10:40～川:IS　「アトピー性皮膚

炎－こんなことに気をつけよう‥」

市立岡崎病院皮膚科部長　小幡宏子

(3)目: 20～12:00　「子供の急病-あ

なたならどうしますかー」

市立岡崎病院小児科部長　矢潭　武

司会市立岡崎病院医局長石井正大

,」け　づ

ー-
ｌ迄

Ｓ寺小

鷲

-

　
　
　
ｉ
ｉ
　
　
　
　
ｌ
　
　
ｊ

し
留
バ
俘
囚
屁

－
一
　
　

一

秋の植木展示即始

農務課園芸係き23－6199

■期間　10月６日[|])～11月17日(日)

●場所　岡崎市植木生産協議会展示即売

　圃場(大樹寺３丁目)

●展示即売品　サザンカ・カイヅカイブ

　キなど生け垣用、タマツゲ・サツキな

　どの玉物、黒松など仕立物ほか多数

■主催　岡崎市植木生産協議会

乳幼児の健康相談(10:00～12:00)

印tの医療について皆で考えましょう

ｰ-"麟膜質I◆淑徳大教授　伴正和氏

◆名市大小児科医師　宮田隆夫氏

◆県衛生部技監　北井暁子氏

◆保育園母の会連絡協議会代表、

　保母、保健婦

健康相談、○集会室(10:00～14:00)

ミニドックの結果説明

主催　健康フェア･91実行委員会

　　　　(岡崎市医師会館内a52－⊇

＠



就
学
援
助
制
度

　
お
子
さ
ん
を
小
・
中
学
校
へ
就
学

さ
せ
る
た
め
、
経
済
的
理
由
で
お
困
り

の
か
た
に
、
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費

な
ど
を
援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
　
平
成
３
年
度
市
民
税
所
得

割
額
二
万
七
千
円
以
下
の
世
帯
な
ど

※
　
詳
し
く
は
、
お
子
さ
ん
の
在
学

す
る
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
学
事

係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
、
眼
科
、

耳
鼻
咽
喉
科

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の

判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
1
0
月
2
2
日
㈹
　
●
受
付
ト

耳
鼻
咽
喉
科
・
：
午
前
Ｈ
時
3
0
分
、
整

形
外
科
・
眼
科
…
午
後
零
時
3
0
分

●
診
断
及
び
補
装
具
相
談
＝
午
後
１

時
～
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電

話
予
約
。

一日合同行政相談所

どムI y JriF F̂ ﾇ､ぞ鋳|淫合

　無料

秘密厳守

行政相談週間(10月13日～19日）の行事の一環として

し一日合同行政相談所一一くらしと行政よろす相談会」を

開設します．お気軽にお越しください。

　日時10月IB日廟午前ID時～午後３時

　場所市職員健保会館３階体育室（市役所西）

　　　　　　　　自治課市民相談係　昔2 3－6 4 9 2

　　　　　　　　中部管区行政監察局arO52－972－7415

相談内容 担　当

行　政 役所の仕事に対する苦情、要望、
意見など

行政相談委員
行政監察m職員
県・市職員

法　律 法律問題 弁　護　士

税　金丿相続税・贈与税など税金のこと
税　理　士
国税局職員

年　金 国民年金や厚生年金のこと 市　職　員

消　費 消費生活についての苦情や相談
消費生活
センター職員

交通事故 交通事故の賠償問題など 交通事故
相　談　員

建　築 建築基準法、建築設計などｲ主まい
づくりのこと 建　築　士

登　記 土地や家屋の登記のこと
司法書士
土地家屋調査土

人　権 人権問題、心配ごと、悩みごと 人権擁護委員
法務局職員

民事調停 民事関係のもめごと 簡易裁判所
職　　員

家事調停 夫婦､親子の関係や相談のもめごと 家庭裁判所
職　　員

警　察 迷惑行為、住民の困りことなど
警察住民
コーナー職員

農　地 眉地の売買､貸借､転用などのこと 市　職　員

申請事務 土地・建設・営業など許認可手続 行政書士

ft ぶ 住宅資金の融資のこと 住宅金融
公庫職員

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
3
5
歳
以

上
4
0
歳
未
満
の
か
た
の
人
間
ド
ッ
ク

を
行
い
ま
す
。

　
検
診
時
期
　
Ｈ
月
f
-
H
2
月

　
検
診
場
所
　
岡
崎
市
医
師
会
公
衆

衛
生
セ
ン
タ
ー
別
館

　
募
集
人
員
　
同
人

　
負
担
額
　
一
万
　
　
　
千
三
百
三
十
円

　
（
検
診
料
二
万
二
千
六
百
六
十
円
の

半
額
を
補
助
し
ま
す
）

　
申
込
方
法
　
国
保
年
金
課
及
び
各

支
所
に
備
え
付
け
の
中
込
用
紙
、
ま

た
は
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
保
険
証
記
号
番
号
、
電
話
番
号
、

｜

前
回
の
受
診
年
月
日
を
記
入
し
て
、

〒
捌
　
市
内
十
王
町
二
丁
目
九
番
地

岡
崎
市
役
所
国
保
年
金
課
ま
で
。

※
　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
料
の
未

納
の
な
い
か
た
に
限
り
ま
す
。

　
受
付
期
間
　
1
0
月
１
日
㈹
～
Ｈ
月

3
0
日
羽

　
　
く

※
　
現
在
、
大
腸
ガ
ン
検
診
も
実
施

中
で
す
。

―国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

　
４
月
か
ら
９
月
分
ま
で
の
国
民
年

金
保
険
料
は
納
付
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
万
一

の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

ほ
か
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
も
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
す
ぐ
納

め
ま
し
よ
ゝ
フ
。

■
保
険
料
の
免
除
制
度

　
収
入
が
少
な
く
生
活
に
困
っ
て
い

る
場
合
、
ま
た
は
病
気
や
け
が
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
た
（
第
１
号
強
制
被
保
険
者
に

限
り
ま
す
）
は
、
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い

で
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

‐
ｌ

こ
珊
側
年
金
受
給
者
友
の
会

　
　
―
－
ｉ
ｉ
４
－
・
１
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
！

　
こ
の
会
は
、
国
民
年
金
に
関
す
る

［
㈲
量
㈲
］

市民体育祭

:35　9 :35　10:35　川:35　14:05

↓　　　　↓　　　　↓　　　　↓　　　　↓

:59　9 :59　10:59　日:59　14:29

:05　8

↓
:29　8

7 :35　8

　↓

束岡崎発

　　↓
８

59中央給公園口≪　7

34　運賃(片道)　囲

58　小人130円

中央総合公園口発　10:34　日:34　12:34　M:04　15:04　15:34

　　　↓　　　　↓　　　↓　　　↓　　　↓　　　↓　　　↓東岡崎着　10:58　川:58　12:58　14:28　15:28　15:58

●日時　10月10日（体育の日）午前9 時ヽ･

■場所　中央総合公園（多目的広場）

今年から会場が、従来の「六名公園」から

　「中央総合公園」に変わりました。公共交

通機関を利用されるかたのために、名鉄バ

スを臨時増発しますので､ご利用ください。

　　　　　　教育委員会体育課023－6363

市政だよ旦やおかざき　1991.10.1　＠__



知
識
や
情
報
を
得
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
催
し
に
参
加
し
て
会
員
相
万
作
の
親

ぼ
く
、
一
父
流
を
図
る
と
と
も
に
、
教

養
や
趣
味
を
深
め
生
き
か
い
の
あ
る

楽
し
い
老
後
を
目
指
し
ま
ず
。
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
、

　
会
員
の
資
格
　
国
民
年
金
制
度
の

老
齢
・
通
算
老
齢
年
金
、
ま
た
は
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た

　
会
費
　
年
額
二
干
匹
百
円
（
入
会

金
は
要
り
ま
せ
ん
）

　
特
典
　
①
「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」

を
お
届
け
し
ま
す
（
年
４
回
＝
２
・

５
・
８
∴
‥
‥
一
月
）
。
　
②
会
員
の
集
い

　
（
観
劇
会
、
ふ
れ
あ
い
旅
行
、
各
種

講
座
な
ど
）
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金

受
給
者
友
の
会
岡
崎
支
部
事
務
局

　
（
岡
崎
社
会
保
険
事
務
所
内
萱
2
3
－

2
5
1
5
）
ま
た
は
、
市
役
所
国
保

年
金
課
年
金
係
ま
で
。

四四I

粗大ごみと使用済み

乾電池の収集

　　　中央クリーンセンター酋22－1153

●　各町で決められた粗人ごみ持ち寄

　り場所へ、収集日の午IJ|J8 ii柚0分ま

　でに持ち出してください。

〈出してはいけない物〉

　事業系ごみ、タイヤ、バッテリー－、

　プロパンボンベなどの危険物

｜

「
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
」

に
ご
協
力
を

　
県
で
は
、
建
設
省
な
ど
と
中
京
都

市
圏
総
合
都
市
交
通
計
画
協
議
会
を

組
織
し
、
1
0
月
*
^

'
　
1
-
一
月
に
「
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
生
活
の
中
で
、
鉄

道
、
バ
ス
、
自
動
4
1
、
自
転
車
な
ど

の
交
通
手
段
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
、
総
合
的
な

一
父
通
計
画
や
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
無
作
為
に
選
ん
だ
各
家
庭
に
調
査

員
が
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
付
、
後

日
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

東
名
高
速
道
路
「
夜
間
通

行
止
め
」
の
お
知
ら
せ

　
通
行
止
め
区
間
　
名
古
屋
イ
ン
タ

ー
か
ら
岡
崎
イ
ン
タ
ー
ま
で

　
日
時
　
コ
…
…
一
月
口
一
日
出
午
後
６
時

～
1
3
日
剛
午
前
７
時
」
と
「
1
3
日
剛

午
後
６
時
～
1
4
日
側
午
前
７
時
」

※
　
た
だ
し
、
荒
天
順
延
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
を

昔岡

23崎

　市
８共
７同

○募
５金

　委
　員
　会

　
1
0
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
共
同

募
金
運
勤
が
始
ま
り
ま
す
。

収集日 収集町名

16日冰）
両町、中５丁目･7丁目、上中、

中大門

＼7日木
中本町、中４丁目、東中、南小

呂、小呂、中天神

18日剛
東明大寺北､東明大寺南､東明大
寺東､竜美旭町､島町､唐沢､菅生

19日出 栄、朝日

2i日面
明大寺本、学校東、西明大寺」

区～３区、南明大寺３区■ 4区

22日（に龍傑ﾐヽｌ東. |il＼1

23日南
伊賀南１区～６区、能見通｜丁
目、能見中、能見北、東能見

24日(木)
伊賀南７区～９区､六供本､元能
見南､元能見北､元能見中、葵町

25日面 日名本、日名西北町、日名南

26日(土)
四六供東、西六供西、西六供南、
西六供北、松本

28日(月)
伊賀北I 区～6区･８区、広幡、
柿田、伊賀新

29日叫
福寿、井田新、井田南、井田西、

錦町、日名中

30日(*
鴨田｜区～５区、百々｜区、大
樹寺１区･ 2区

31日木 百々2区･３区、堂前

＠

　
　
●

1
0
月
は
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
課
環
境
保
全
係
豊
2
3
－
６
１
８
８

　
生
活
排
水
が
河
川
の
汚
れ
の
人
き
な
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
対

策
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

１
台
所
で
は
…
調
理
く
ず
、
食
用
廃
油

を
流
さ
な
い

・
流
し
に
細
か
い
目
の
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
、

三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り
ネ
ヴ
ト
を
備

え
ま
し
ょ
う
。

・
汚
れ
の
ひ
ど
い
鍋
や
食
器
は

か
き
取
っ
た
り
、
紙
で
ふ
き
と

´ﾉ´χ

ら
で
て
か

・
天
然
れ
け
ん
か
無
リ
ン
洸
剤
を
計
量

ご

;をi

つニ

ゴ' ら

ミ周i;iL
に理し

出くま

しすし

まは　よ

し　よ　う

↓く　I^″

う　水

　I'を

庭切

や　っ

畑て

に　か

川ら

I*.:'|

め
れ
ば
肥
料
に
な
り
ま
す
、

・
使
川
済
み
の
人
ぷ
ら
油
は
、
古
新
聞

や
ボ
ロ
布
な
ど
に
吸
わ
ぜ
る
か
。
市
販

の
凝
固
剤
で
固
め
、
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
人
然
百
け
ん
づ
く
り
の
原
料
に

Ｉ
れ
ぼ
、
資
沁
の
丙
刊
川
に
役
立
ら
ま

す
、

一
洗
た
く
で
は
…
洗
剤
の
適
正
使
用

・
風
Ｉ
の
残
り
湯
を
洗
た
く
に
使
い
ま

●J･･ !'.
と二

槽1"　゛‾
7．片?　、､１

　３

?ン

づ訪、
‰ンボ
汁ＬＪ

維、　　■is．　　Ｆ;;;’

持
管
理

・
山
々
門
業
片
に
委
託
し
て
、
定
間
的
に

点
検
や
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

・
便
器
の
清
掃
に
は
薬
‥
川
を
使
川
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

よ閥・■
う溝み家

¨Iやんの
　排な周
　水で囲
　路協で

　な　}}は
　どしＥ
　のあ一
　清い斉
　掃　｀清
　を定掃
　し間
　ま的
　し:二



－

消
防
設
備
点
検
資
格
者

講
習

　
日
時
　
第
１
種
…
い
‥
‥
月
2
6
日
出
～

2
8
日
出
の
３
日
間
　
第
２
挫
…
1
2
月

３
日
比
～
５
日
出
の
３
日
間

　
場
所
　
県
産
業
貿
易
館
西
館
大
会

議
場
（
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
）

　
内
容
　
消
防
法
に
定
め
ら
れ
た
消

防
用
設
備
等
の
点
検
が
で
き
る
資
略

を
得
る
た
め
の
講
習

　
定
員
　
そ
れ
ぞ
れ
加
人

　
受
講
料
　
二
万
七
千
円

　
申
込
方
法
　
1
0
月
２
日
出
～
1
4
日

側
に
、
㈲
愛
知
県
消
防
設
備
安
全
協

会
（
名
古
屋
市
中
一
メ
ー
三
の
丸
二
丁
［
ロ

一
番
一
号
　
ａ
０
５
２
－
９
６
２
－

０
７
０
『
／
』
　
ふ
ぶ
で
、

※
　
申
込
み
に
必
要
な
１
　
頬
は
、
消

防
本
部
予
防
課
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
　
受
講
に
は
、
一
定
の
資

格
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
消

防
本
部
予
防
課
ま
た
は
愛
知
県
消
防

設
備
安
全
協
会
ま
で
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

及
び
予
備
講
習
会

　
試
験
日
　
Ｈ
月
1
7
日
即

　
場
所
　
名
古
屋
工
学
院
専
門
す
校

　
（
名
古
屋
市
熱
ヨ
フ
ー
）

　
試
験
の
種
類
　
乙
種
第
４
類
及
び

丙
種
　
願
書
受
付
期
間
　
1
0
月
1
1
E
廊
‘
・

2
1
口
剛

※
　
願
書
は
、
消
防
本
部
予
防
課
、

消
防
署
各
署
所
、
県
西
三
河
事
務
所

及
び
県
民
サ
ー
ビ
ス
Ｊ
－
ナ
ー
に
あ

り
ま
す
。

「
予
備
講
習
会
ｌ
ｌ
－
…

日
時
　
1
0
月
2
7
日
ぷ

●･　｜午
前ｌ　’

９ト

時二

　
場
所
　
消
防
本
部
３
階
講
堂

　
定
員
　
双
人
（
先
着
順
）

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
受
講
料

（
三
千
円
）
を
添
え
て
、
消
防
乙
部
予

防
課
ま
た
は
消
防
署
各
署
所
ま
で
、

ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
中
級
）

　
日
時
　
1
0
月
1
9
日
出
Ｃ
Ｎ
Ｊ
日
印
午

肛
９
時
；
午
後
４
時
4
0
分

　
場
所
　
県
立
岡
崎
一
節
等
技
術
専
門

校
（
美
合
町
平
端
ニ
ト
四
番
地
）

　
内
容
　
ゴ
ジ
ス
ス
文
書
作
成
・
編

集
の
方
法
な
と

　
対
象
者
　
働
い
て
い
る
人

　
募
集
人
員
　
2
5
人
（
元
着
順
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
1
0
月
７
口
叩
～
９
日

巾
午
前
９
防
汗
‐
牛
後
５
時
に
尽
・
砲
で
、

岡
崎
痢
呼
吸
術
専
門
校
ま
で
．

CＡＴＶミクスでご覧ください

９月30日～10月20日

し
－－－一一　　－－
Chパブリックチャンネノ

　　　‾　　　　－　　　　　　－　　　　　二

一一一

　　日日Ｂ

いき／いき／
おかざきピープル

　小・中学咀すもう
　選月祉大会②

※

容

●--j〃･-←ﾐ５日出
I-- ｰ･--‐かｰ'-'---ふｰ-一一争四-〃■--S･7¶･幽-4－W--¶¶
3月30日月;～10月４日奎

－一一

まちの話題ウ-rークリー

　i週間のニュース
市民便利帳
　ホー･ﾚのある胞^

岡崎観光文化百選

　妙源な・Iこ宮.'j=
お知らせ

30

00

:30 : まちの話題

s　■ hi日のニュース、
-.50 : 市民便利幔
　　：　ホー1ﾚのあるtJk没
　　：お知らせ

O
Ｏ

Ｃ
Ｏ

１
　
１

いき.／いき／
おかざきピープル
　･Ub込総合ハンドボ
　ール選手権
　高校劣子の部

※

ス

一一一　　　　so日８

※　いき／いき／
　　おかざきピープル

　　　ill民総介ハンドボ
　　　ール逸予権
　　　高校女了･の部

- - -

逗の番組(日曜日の番組):.i、

13:oo～14:00と16:00-17:00

の2川放浪10:00～11:oo;こ｜

前週分を＼放送。他の時間は

上限川分の＼W妬瓦

一ミー－～-~-d-●-゛゜'-●～←4-~，　フ日§～11日金

'ｙＴて二二‾‾‾‘il‾‾゜L二‾

選
か

18:30 Jちの話題ウィークり･
　Ｓ　　ｉ　＼週間のニューj
19:00 :市民便利帳

　　　１　水生生物ぷi i゛t
　　　i岡崎観光文化百j

　　　i　妙源か・I ･.;■'･;
　　　）知らせ

30 : まちの話題

　：　毎日のニュース

　　-t_四ﾀ-〃.ail50 : 市民便利帳

　：　水'I- 'I-物.I'M介
　：お知らせ

－‥-

･----ふ-J

　18 :

　　S

　18 :

一一

　
心
　
紋
帳
川
利
料
せ

便
康
ら

C
Ｏ

C
T

１
　
１

一一一一
　　19日出
－－
30 1 まちの話題ウィークリー

　1　l迦II'.Jのニュース
00 :市民便利帳

　：　健|よ料i'牧室

　丿岡崎観光文化百選
　：　人皿川肌･慈光む
　ｌお知らせ

お

14日i

ゴ
ま

市

お

一一一--

14日目～IB日奎

-一一一 -

30 : まちの話題

　：　H I!のニュース、

一-　・--一一一‥－

広報課情報調整係

a2 3　6０07

●月曜日～土曜日は、IB時台から新しい内容になります。また、19時

台・EO時台及び翌日＼時台～I7時台に繰り返し再放送しています。

・都合により番組の内容を変更する場合かあります。

１岡崎市の人口工
1991年９月１日現在

　男　　156,165人　　191人増

　女　　155,859人　　164人増

　計　　312,024人　　355人増

世帯数　100,250世帯　108世帯増

　　　テレホンサービス

　　　市政だより　agl　1111

ｊ　　市からのお知らせ、行事案内

r

(毎週月曜日変更)

　　　保健だより　321　１ １ 12

　　　休日緊急当直医､検診のお知らせ、

　　　健康一ロメモ(毎週月曜日変更)

　　　子どものおはなし昔Pl　1113

　　　(岡崎の昔話〉

　　　　10月16日~31日｢竜海山のお地蔵さん｣

　献血にご＼f,J力ください

　　　　　　岡崎地区献血推進協議会

　　　　　　事務局援護助成課援護係

献血日程　　　　32 3－6 1 4 5
月日(曜) 時問 場所

10月５日士 10:0卜15:30 ヤマナカ羽根店

川日磨
10:0卜12:00 大樹寺小学校

13:3卜15:30 大門学区市民ホーム

13日面 I0:0卜15:30 セルビ西広場

25日I金
IO:0卜IZ:00 竜美丘小学校

13:30-15:30 サンプラザ六名店

　　全国道路標識週問

　　　　　　　10月１日～７日

　　･1，　　仏たちの'I-活を支えて

　･⊇　-･－iii-いる道路。この適路を

　　､｢‾S　:こ　'･　スムーズに．迷うこと

　　　　W●　,'.　　　なく利川するために、

　ｊ　゛゛　標廠は道先案内人とし

　　゛　　　　　Ｑて、仏たち

　I?　　　　　　　に川;-tで語

ﾄﾞlfz%o~>'

りかけてい

.6已'二……_,,l:,4･-、,｀4ます。

この週間には、全国一斉に標識の点検を

行います。ローマ字を併記し、わかDや

すい系統的な標識の整備に努めています。

標識についてのアイデアやお気付きの点

かおりましたら、ご連絡ください。

県土木部道路維持課昔O52-961-2111

県岡崎土木事務所維持管理課2522 ‥3511

岡崎市交通安全課施設係昔23 6244

＠市政だよりφおかざき　1991.10.



－

ｉ

　　資源ごみ

●新聞紙・雑誌・ダンボール類

●ビールビン・コーラビン（大）

●衣類・化繊類（紡毛は除く）

●アルミ缶・鉄骨類　など

　　資源ごみではないもの

●自転車

●家庭電化製品　など

か
ら
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。
ご
脇
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
巾
は
本
年
皮
、
資
源
川

収
を
積
極
的
に
応
援
し
、
よ
り
一
屑

　
「
ご
み
の
減
址
化
・
再
資
源
化
」
を

は
か
る
た
め
、
補
助
金
を
資
源
ご
み

一
丿
当
た
り
三
百
円
、
空
き
ビ
ン
ー

本
当
た
り
三
円
と
。
今
ま
で
の
三
倍

に
増
額
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

補
助
金
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ご
み
を
増
や
す
の
も
減
ら
す
の
も

最
終
的
に
は
、
私
た
ち
自
身
で
す
。

拾
て
れ
ば
ご
み
、
生
か
せ
ば
資
源
。

　
「
ご
み
だ
か
ら
ポ
イ
」
で
は
な
く
。

　
「
こ
の
ご
み
は
資
源
回
収
に
」
。
こ
ん

な
ち
ょ
っ
と
し
た
暮
ら
し
の
中
で
の

気
配
り
か
ら
、
ご
み
の
減
量
は
始
ま

り
ま
す
。

小さな気配りで大きな成果。
快
適

023-6205

322－1153

046-2866

衛生課

中央クリーンセンター

一般廃棄物最終処分場

＠

　
　
　
　
　
　
　
●

資
源
回
収
は
、

ご
み
減
量
の
救
世
主
。

　
昨
年
度
中
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

な
ど
か
ら
出
た
ご
み
の
址
は
約
ト
万

五
千
ｊ
。
そ
の
う
ち
、
市
が
吐
接
収

集
し
た
ご
み
の
随
は
約
八
万
丘
ｌ
ｊ

に
も
な
り
ま
し
た
。

　
「
ご
み
の
増
加
を
食
い
ｉ
め
、
史

に
は
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
」
。
こ
の
難
問
を
解
決
す

る
于
が
か
り
と
し
て
、
い
ま
、
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
「
資
源
回
収
」
で

す
。
　
昨
年
度
、
皆
さ
ん
が
資
源
回
収
に

持
ち
寄
っ
た
資
源
ご
み
が
、
四
ト
ー

学
区
合
計
で
八
千
八
百
ｊ
。
空
き
ビ

ン
も
五
万
三
千
本
が
回
収
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
が
直
接
収
集
し
た

ご
み
の
量
の
一
割
強
に
当
た
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
「
ご

み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
」
が
確
実

に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
、
こ
の
数
字



謄
暦
回
浮
世
絵
に

北
斎
、
広
重
の
東
海
道
五
十
三
次
を
は
じ
め
、

多
く
の
絵
師
か
岡
崎
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
描
い
た

浮
世
絵
を
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
岡
崎
を
視
覚
的
に
理
解
し
、

浮
世
絵
芸
術
の
魅
力
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

前
期
展
示
期
間

1 0
月
2
6
日
出
～
1
1
月
1
0
日
日

後
期
展
示
期
間

「諸国名橋奇覧・東海道岡崎矢はぎのはし」北斎

手前の川原では布地や傘が干され、向こう岸近く

では武士が弓を引いている、

1
1
月
1
2
日
火
～
1
1
月
2
4
日
日

入
館
時
間

入
館
料

午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0
分

大
人
（
中
学
生
以
上
）
三
百
円

小
人
（
五
歳
以
上
）
百
五
十
円

（
3
0
人
以
上
は
団
体
割
り
引
き
あ
り
）

三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館

豊
2
4
－
２
２
０
４

岡崎市十王町２丁目９番地　豊（0564) 23－6033岡崎市市長公室広報課　〒444・編集と発行

＠
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